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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２２年１２月分） 

２０２３年１月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●ＢＨ下院の発足（１日） 

 １日、ＢＨ下院の初回会合が実施され、選出

議員による宣誓及び議長団の選出が行われ

た。議長団にはデニス・ズビズディッチ氏（留

任、ボシュニャク系。ＮｉＰ所属）、マリンコ・チャ

バラ氏（新任、クロアチア系。前ＢＨ連邦大統

領、ＨＤＺ所属）、ネボイシャ・ラドマノビッチ氏

（留任、セルビア系。ＳＮＳＤ所属）が選出され、

８ヶ月ごとの輪番制に基づき、初回議長をズビ

ズディッチ氏が務め、他２名は副議長となる。 

●ＢＨ憲法裁判所によるボン・パワー行使の

合憲性判断（１日～２日） 

 ジャフェロビッチ前ＢＨ大統領評議会議長及

びコムシッチ同クロアチア系メンバーの申し立

てを受け、ＢＨ憲法裁判所は１０月２日のシュ

ミット上級代表による選挙法等改正に係るボ

ン・パワー行使の合憲性判断に係る審議を実

施した。 

 ＢＨ憲法裁判所は、今般の申し立てにはボ

ン・パワー行使がもたらす具体的な損害への

言及が不足しており、選挙法等改正がＢＨに

修復不可能なまでの害を及ぼすとはいえない

として、合憲性判断要請を却下すると発表した。 

●ＢＨ憲法裁判所によるＲＳ薬事法の違憲判

決（２日） 

 ２日、ＢＨ憲法裁判所は、ＲＳ薬事法がＢＨ

憲法に定める法の支配及びＢＨ法の遵守規

定に従っていないとして廃止を決定した。２０２

２年６月２８日に発効した同法は、ジャフェロビ

ッチ大統領評議会議長（当時）による申し立て

を受け、ＢＨ憲法裁判所が同裁判所による違

憲性の判断が終了するまで一時差し止めする

旨決定していたもの。 

 これを受け、ドディックＲＳ大統領は、引き続

きＲＳ独自の薬事庁創設を目指すと述べた。 

●ルチッチ人権・難民大臣の逮捕（６日） 

 ６日、ＢＨ国家捜査保護庁（ＳＩＰＡ）は、ルチ

ッチ人権・難民大臣（セルビア系、民主人民同

盟（ＤＮＳ）所属）を逮捕した旨発表した。報道

によれば、ルチッチ大臣は私的な旅行に公的

予算を不正に流用し、警察の警護を伴って公

用車を利用したほか、私的な会食等に公的予

算を使用した等の疑いが持たれている。同大

臣は身柄を拘束され、検察の判断により今後

の処遇が決定される見通し。 

●ＨＤＺ・ＳＮＳＤ及びボシュニャク系８政党連

合の連立合意（１５日） 

 １５日、ＨＤＺ・ＳＮＳＤ・ボシュニャク系８政党

連合（ＳＤＰ、ＮｉＰ、ＮＳを中心とする）は、国政

レベルの今後４年間の政策目標を含む連立

合意に署名した。合意文書にはＥＵ加盟に向

けた改革、司法改革、安全保障、経済成長等

が含まれている。 

●クリシュト閣僚評議会議長候補の指名承認

（２８日） 

 ２２日、ＢＨ大統領評議会は次期閣僚評議

会議長候補の指名に関する臨時会合を開き、

クリシュトＨＤＺ副党首（クロアチア系）の指名

を賛成２、反対１（コムシッチ・クロアチア系メン

バー）で決定した。これを受けて２８日にＢＨ下

院が指名を承認（賛成２３、反対１５）し、クリシ

ュト候補の閣僚評議会議長就任が決定した。 

 この後はクリシュト次期議長による閣僚名簿

の提出とＢＨ下院での承認を経て、新閣僚評

議会が発足する見込み。なお、女性が閣僚評

議会議長に就任するのは初めて。 

 

 

 

 



3 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ＢＨ連邦下院の発足（１日） 

 １日、ＢＨ連邦下院の初回会合において、議

長及び副議長２名の選出が実施された。ＳＤＡ

は候補にボシュニャク系が含まれない点及び

ＢＨ上院が未発足である点に異議を唱え、選

出の延期を主張し、ＤＦもこれに賛同し、審議

は中断、翌週の審議再開宣言とともにＳＤＡ及

びＤＦ所属の議員は議場を去った。しかし、連

邦下院規則第５条に基づき、最高齢議員が暫

定議長を引き受ける形で審議が継続し、ミリ

ヤナ・マリンコビッチ＝レピッチ議長（セルビア

系、ＮＳ）、ムラデン・ボシュコビッチ副議長（ク

ロアチア系、ＨＤＺ）及びエディナ・ガベラ副議

長（その他民族選出、ＳＢｉＨ）の選出が決定し

た。 

イ スルプスカ共和国 

●ＲＳ政府の発足（２１日） 

 ２１日、ＲＳ議会において臨時会合が実施さ

れ、ビシュコビッチ首相候補が提出した閣僚候

補名簿が賛成５１、反対２３で承認され、ビシ

ュコビッチ首相（留任、二期目）を首班とする第

１７代ＲＳ政府が発足した。 

●ドガン家族・青年・スポーツ相の辞任（２３日） 

 ２３日、新任のドガンＲＳ家族・青年・スポー

ツ相は辞任を表明した。同大臣は過去に交通

死亡事故での逮捕・起訴歴があったとされ、

就任直後に野党による指摘が行われた後、ド

ディックＲＳ大統領が辞任を求めていたもの。

なお、後任は未決定。 

●ＲＳ資産登記関連法の採択（２９日） 

 ２９日、ＲＳ国民議会において、ＲＳ資産登記

関連法（公的機関の活動に用いられる不動産

関連法）が採択された。 

 本法律は、公的機関によるＲＳ不動産の一

方的な登記変更を可能とするものであり、２０

２２年２月にも同様の法律が採択されたが、同

年４月にシュミット上級代表によるボン・パワ

ー行使で発効が停止され、その後ＢＨ憲法裁

判所により違憲判決が下されている。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●ツビヤノビッチ大統領評議会議長のＥＵ・西

バルカンサミット出席（６日） 

 ツビヤノビッチＢＨ大統領評議会議長（セル

ビア系）はアルバニアのティラナで開かれたＥ

Ｕ・西バルカンサミットに出席し、ＥＵ・西バルカ

ン間のローミング手数料引き下げにかかる声

明に署名したほか、ボレルＥＵ上級代表及び

各国首脳と会談した。 

 その他、今般会合では、ロシアのウクライナ

侵攻による安全保障及びエネルギー危機へ

の悪影響に対する非難、西バルカン諸国のＥ

Ｕ加盟及び右に係る国内改革の重要性への

言及等を含むティラナ宣言が発出された。 

●ＢＨへのＥＵ加盟候補国の地位付与決定（１

５日） 

 １５日、ブリュッセルで開かれた欧州理事会

において、ＢＨへのＥＵ加盟候補国の地位付

与が決定された。ＢＨ国内要人からは全般的

に好意的な反応があった一方、ドディックＲＳ

大統領は今般の決定を歓迎しつつ、行政改革

等のため、ＥＵに対し２００億ユーロの財政支

援を求める考えを明らかにした。 
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（２）二国間関係 

●アブドラヒアン・イラン外相のＢＨ訪問（６日） 

 ６日、アブドラヒアン・イラン外相がＢＨを訪

問した。アブドラヒアン外相はトゥルコビッチ外

相及びイゼトベゴビッチＢＨ上院副議長（いず

れもボシュニャク系）と会談し、両国の友好関

係、安全保障情勢等につき意見を交わした。 

 報道によれば、クロアチア系要人はイランに

おける抗議活動をめぐる人権侵害を非難し、

アブドラヒアン外相との会談を拒否したとされ

る。また、理由は明確でないが、シュピリッチＢ

Ｈ上院議長及びラドマノビッチＢＨ下院第二副

議長（いずれもセルビア系）も、予定されてい

た会談をキャンセルした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）日・ＢＨ関係 

●杵渕駐ＢＨ日本大使のツビヤノビッチ大

統領評議会議長への信任状捧呈（２８日） 

 杵渕駐ＢＨ日本大使は、ツビヤノビッチ

大統領評議会議長に信任状を捧呈した。 

 杵渕大使は、政治・経済等の幅広い分

野の協力を通じ、二国間関係を強化して

いきたいと表明し、これに対しツビヤノビッ

チ議長は、我が国からＢＨへの復興支援

に謝意を述べ、二国間の友好関係のさら

なる発展及び経済・人的交流の活性化へ

の期待を表明した。 

 

（写真：杵渕大使とツビヤノビッチ議長） 
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３．経済 

（１）経済指標（出典：ＢＨ統計局） 

●ＧＤＰ成長率 

 ２０２２年第３四半期（７月～９月）の国内ＧＤ

Ｐ成長率は２．６％であり、季節調整後の値で

同年第２四半期から１．４％増加した。 

●産業生産指数 

 ２０２２年１１月の産業生産指数は、季節調

整後数値で前月比１．６％のプラス、前年同月

比で１．２％のプラス。 

●雇用／失業率 

 ２０２２年１０月の失業者登録数は３５万７，３

１２人（うち女性１０万７，３００人）で、前月比０．

０２％プラス。前年同月比で８．３％マイナス。 

●平均給与 

 ２０２２年１０月の平均給与（手取り）は１，１５

６ＫＭで、２０２１年１２月比で１１％のプラス。 

●消費者物価指数 

 ２０２２年１１月の消費者物価指数は前月比

＋０．２％。また、前年同月比では平均＋１６．

３％の上昇であり、食料品・ノンアルコール飲

料は前年同月比で＋２４．５％の上昇。 

 

（２）経済政策・公共事業 

●ガス供給契約に係る契約延長（２８日） 

 ＢＨ連邦向けにガス供給を行っているエネル

ゴインベスト社は、露ガスプロム社との間での

ガス供給に係る契約を２０２３年１２月３１日ま

で延長した。ガス価格は四半期ごとの見直し

となるが、２０２３年第１四半期の価格につい

ては契約延長時点で未定となっている。 

  

（３）経済協力 

●ブルチュコ港の近代化に係るＥＢＲＤとのロ

ーン契約（２１日） 

 ２１日、ベバンダ副首相兼財相とネッスル当

地ＥＢＲＤ所長の間で、ブルチュコ河川港（サ

バ川）の近代化工事に対するローン契約（３０

０万ユーロ規模）の署名が行われた。工事内

容には、河川港内部のインフラ修復とともに、

道路・鉄道の修復による港のアクセス向上が

含まれる。 

 １９１３年建設のブルチュコ港は１９９１年～９

５年の紛争により操業が停止しており、２００１

年にイタリア政府の援助で修復と操業再開が

実現した。 

 

（４）民間セクター 

●マクドナルドの事業停止（３０日） 

 米国の大手ハンバーガーチェーンのマクドナ

ルドは、フランチャイズライセンスの問題により、

１２月３０日をもってＢＨにおける事業を停止す

る旨発表した。報道によれば、ＢＨ国内のフラ

ンチャイズ契約を結んでいた事業者が、家賃

滞納により銀行に店舗を返還するようサラエ

ボ・カントン裁判所から命令を受けたためとさ

れる。 

 マクドナルドは２０１１年よりＢＨに出店。サラ

エボに３店舗、モスタルに２店舗を展開してい

た。 

 

  

 


